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・﹃不虚言舎詩集﹄
︵一九〇〇
1︶
がある︒
　
本資料の原本は︑
﹃東本願寺上海開教六十年史
2﹄︵以下︑
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︶
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岳崎正鈍
﹃支那在勤襍志
3﹄︑
谷了
然﹃滞在支那記
4﹄︑小栗栖香頂﹃八洲日暦﹄などとともに︑上海別院創設期の記述に使用され︑
﹃六十年史﹄にその一部
が翻刻されている︒
﹃六十年史﹄編纂当時︑原本は上海別院に保管されており︑
﹃六十年史﹄の一七頁に原本第一頁の写
真を掲載するとともに︑
半紙罫紙を綴じた冊子との記載がある︒
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・華中興亜資料調査所
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などに勤務する一方︑
同じく上海在住の蘆澤駿之
助らとともに︑上海歴史地理 を結成し︑上海邦人史に関する研究を進めており︑研究成果を新聞に連載したり︑著作を刊行していた︒　
当時の沖田の主な編著作に︑
﹃上海地名誌
6﹄︑﹃上海邦人史
7﹄︑﹃滬上史談
—
上海に関する史的随筆
8—
﹄︑﹃日本と上海
9﹄︑
﹃上海に関する文献目録
11﹄などがある︒とくに︑
﹃上海関する文献目録﹄には︑本資料について︑
﹁河崎輪番日記
　
明治
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?
　
同輪番の明治九年十月一日より同年十二月三
マ
十日迄の日記で︑単に東本願寺上海別院の初期の模様を知るのみでな
く︑当時の上海を知る貴重な資料である︒本日記は既に﹃六十年史﹄に収められてゐる︒原本全部は同別院内に保存せられ︑尚沖田写本蔵﹂との記述があり︑本資料は沖田が所有していた写本であると思われ
11が︑末尾に﹁以上壱百弐枚︑
写之昭和十一年一月廿五日︑
旧正月元日︑
於上海別院︑
藤井草宣︑
四十一才﹂
とあることから︑
藤井草宣が
﹃六十年史﹄
編纂に際して筆写したものであろうか︒　
沖田は﹁解説﹂を附した以外に︑文中に朱筆や註を附しているほか︑表紙に﹁印刷上ノ注意
　
註ノ所ハ一字下ゲルコ
ト﹂と書込まれていることから︑本資料の刊行を意図していたことが分かる︒しかし︑戦争の激化︑敗戦︑引揚げにより︑本資料の刊行はかなわなかったものと見られる︒
﹃六十年史﹄
の編纂にあたって使用され
た︑
岳崎正鈍の日記
︵漢文︶
﹃支那在勤襍志
12﹄
や︑
谷了然の日記
﹃滞在支那記
13﹄
は︑すでに翻刻・影印出版されているが︑本資料の原本は︑前述の通り﹃六十年史﹄に一部が翻刻されてい にとどまっている︒
﹃六十年史﹄
には︑
日本人留学生に対する検査
︵試験︑
十月十六日・二十六日・十一月五日・十五日・二十五日︶
︑
各諸規則
︵十月二十六日︶
︑
盗難関聯記事
︵十月三日・五日・十日・十二日・十四日・二十八日︶
︑
日本人医師の派遣要請
︵十一月十日・十
一日︶
︑
などについては︑
相当量の翻刻を収録する︒
しかしながら︑
外交官ゼー・ハースや中国人の布昇初や費大煕らの
斡旋による別院の用地取得
14︑日本領事館と上海別院との間に締結された墓地管理︑日本文人や中国文人・僧侶の来訪に
ついては︑
﹃六十年史﹄には本資料の原本によった旨の記述はあるものの︑資料の引用は充分になされていない︒
　
本資料には︑河崎顕成をはじめ︑小栗栖香頂・谷了然や日
本人留学僧など別院メンバーの日々の様子︑別院用地の取
得に関するやりとりやその書面︑柳原前光や森有礼など要人の来訪など 記録されており︑上海別院創設期の状況を詳細に知ることができるだけでなく︑海外布教史 上海邦人史にとっても貴重な資料である︒よって︑本資料の重要性に
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鑑み︑このたび翻刻することとした︒
??
 
同書奥付に︑
﹁発行兼編輯人︑
滋賀県平民河崎顕成︑
滋賀県近江国阪田郡長濱町字永保町第卅三番屋敷﹂
とある︒
なお︑
河崎の経
歴については︑柏原祐泉等監修﹃真宗人名事典﹄
︵法藏館︑平成十一年︶などを参照した︒
?
 
高西賢正編︑東本願寺上海別院︑昭和十二年︒
?
 ﹃真宗史料集成﹄第一一巻﹁維新期の真宗﹂
︵同朋社︑昭和五十年︶
︒
?
 
槻木瑞生編
﹃日本佛教団
︿含基督教﹀
の宣撫工作と大陸﹄
第四巻
︵﹁アジアにおける日本の軍・学校・宗教関係資料﹂
第四期︑
龍
溪書舎︑平成二十四年︶
︒
?
 
沖田一の事蹟については︑
高綱博文
﹁上海日本人居留民の歴史意識の生成
—
沖田一の場合﹂
︵﹃史叢﹄
第七八号︑
平成二十年︶
︑
同
﹃﹁国際都市﹂上海のなかの日本人﹄
︑研文出版︑平成二十一年︶などに詳しい︒
?
 
上海地理研究会︑昭和十六年︒
?
 
上海地理研究会︑昭和十
七年︒
?
 
大陸叢書第二輯︑大陸新報社︑昭和十七年︒
?
 
大陸新報社︑昭和十八年︒
₁₀ 
上海市政研究会編︑華中鉄道刊︑昭和十九年︒
₁₁ 
当時︑
沖田は上海別院の過去帳をもとに︑
安田老山の妻・安田きふ
︵伊原愛・日本紅楓女史︶
に関する論考
﹁安田老山書翰﹂
︵﹃上
海研究﹄
第一輯︑
上海歴史地理研究会︑
昭和十七年︶
・﹁上海史研究餘録﹂
︵﹃江南史地叢考﹄
︑
江南史地学会︑
昭和十七年︶
などを
著していることから︑別院の資料について熟知して たものと思われる︒
₁₂ 
前掲書︒
₁₃ 
前掲書︒
₁₄ ﹃六十年史﹄
︑一三・一四頁︒
